












要約:

 東京都では、在宅重症心身障害児対策としていくつかの事業を実施している。今回の研

究では、その中の事業のひとつである訪問看護対象者の特性の現状と経年変化を検討した。

その結果、重症心身障害児の地域ケアは、必要なケアがひとりひとりの基礎疾患や病状に

よって異なり、家族が抱える問題や訪問事業に対する要望も多様であることが確認された。

また、在宅看護に必要とされる医療的ケアは、年々多様化・高度化・複雑化しており、看

護者の技術向上のための研修が不可欠であると考えられた。


